
豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構

藤

井

直

正

一

は

し

が

き

元
和
元
年

(
一
六

一
五
)
五
月
八
日
、
徳
川
軍
の
猛
攻
に
遭
い
、
燃
え
さ
か
る
大
坂
城
、
そ
の
本
丸
、
山
里
曲
輪
の

一
か
く
で
、
城
主
豊
臣
秀
頼

は
母
淀
殿
と
共

に
自

匁
し
て
果

て
た
。

豊
臣
秀
吉

の
嗣
子
と
し
て
育
ち
、
若
冠

二
十

三
才
で
大
坂
落
城
と
運
命
を
共
に
し
た
豊
臣
秀
頼
の
人
物
像
に

つ
い
て
は
、
ま

っ
た
く
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
史

料
が
乏
し
い
と
い
う
こ
と
も

一
因

で
あ
る
が
、
父
豊
太
閤
や
仇
敵
と
な

っ
た
徳
川
家
康
の
陰
と
な

っ
て
、
歴
史
の
表
面
に
出
る
こ
と
が
な
か

っ
た
と

い
う
の
が
最
大

の
原

因
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
、

こ
の
豊
臣
秀
頼
が
、
畿
内
地
方
を
中
心
と
す
る
社
寺

の
再
興
乃
至
造
営
を
行
な

っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
史
実

で
あ

る
。
巷
間
で
は
、
秀
吉

の
死
去
、
そ
れ
に
つ
づ
く
関
力
原
の
合
戦
の
の
ち
、
豊
臣
家
の
遺
産
を
消
耗
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
徳

川
家
康

の
謀

っ
た
政
策

で
あ

っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
ほ
ん
と
う

に
そ
う
な
の
だ
ろ
う
か
。

豊
臣
秀
頼

の
造
営
に
か
か
る
遺
構
は
、
京
都
府

・
滋
賀
県
な
ど
の
著
名
な
社
寺
に
実
際
に
伝
え
ら
れ
、
桃
山
文
化
を
代
表
す
る
文
化
遺
産
と
し
て
識
者

の
関
心
を
集
め

て
来
た
。
と
言

っ
て
も
、
そ
の
対
象
が
ほ
と
ん
ど
建
造
物
で
あ
る
た
め
に
、
美
術
史
家

・
建
築
史
家
の
認
識
に
止
ま
り
、

こ
れ
を
歴
史
的
に
意
義
づ
け
る
よ
う
な
試

み
は

未
だ
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、
造
営
の
対
象
と
な

っ
た
各

々
の
寺
社
が
、
当
時
の
豊
臣
政
権
と
ど
の
よ
う
に
つ
な
が

っ
て
い
た
の
か
と
い
う
問
題
や
、
造
営
の

対
象
が
ど
の
よ
う
な
手
続
で
選
択
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
、
あ
る
い
は
そ
の
こ
ろ

の
建
築
が
ど
の
よ
う
な
組
織
で
行
な
わ
れ
て
い
た
の
か
等
、
巨
視
的
な
視
点

に
立

っ
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て
の
考
察
は
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
な
い
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

建
造
物
そ
の
も

の
に
し

て
も
、
神
社
に
お

い
て
は
拝
殿

・
本
殿
そ
の
他
、
寺
院
に
お

い
て
は
山
門

・
本
堂

・
塔
婆
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

一
口
に
造
営
と
言

っ
て
も
建

造
物
の
外
郭
ば
か
り
で
な
く
、
内
部
の
荘
厳
か
ら
什
器
に
至
る
ま
で
多
種
多
様

に
わ
た
る
分
野

の
活
動
と
現
物
の
調
達
を
包
括
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
日
の
文
化
財
の

定
義
か
ら
言
え
ば
、
建
造
物

・
彫
刻

・
絵
画

・
工
芸
等
の
す

べ
て
の
分
野
に
及
ん
で
い
る
の
で
あ
り
こ
れ
ら
の
す
べ
て
を
ふ
く
む
造
営
と
看
倣
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
あ
る
。

一
方
で
は
秀
頼
造
営
の
建
造
物
が
あ
り
、

一
方
で
は
秀
吉

の
知
遇
を
得
た
絵
師
の
活
躍
を
物
語
る
作
品
が
あ
り
、
あ
る
と
こ
ろ
で
は
秀
頼
の
銘
が
入

っ
た
銅
鐘

が
存
在
す
る
と
い
う
状
態
に
、
遺
構

・
遺
物
自
身
も
随
所
に
散
在
し

て
い
る
。
従

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
、
各
研
究
者
が
そ
の
存
在
を
知

っ
て
い
て
も
、
そ
れ

を
総
合
し
て
総
括
的
に
と
ら
え
よ
う
と
い
う
試
み
や
、
そ
う
し
た
視
点
に
立
脚
し
て
の
研
究
は
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
進
め
ら
れ
て
い
な
い
。

昭
和
五
十
二
年
十
二
月

に
逝
去
さ
れ
る
ま

で
、
わ
が
大
手
前
女
子
大
学
の
史
学
科
教
授
と
し
て
在
勤
さ
れ
た
故
川
勝
政
太
郎
先
生
は
、
石
造
美
術
研
究
を
集
大
成
さ
れ

た
権
威
者
と
し
て
不
朽
の
業
績
を

の
こ
さ
れ
た
が
、
先
生
の
研
究
は
石
造
美
術

に
と
ど
ま
ら
ず
、
建
築

・
彫
刻

・
絵
画

・
工
芸
等
の
各
分
野
に
及
び
、
遺
構

・
遺
品
を
資

料
と
し
て
、
そ
れ
が
作
ら
れ
た
時
代
あ
る
い
は
作
ら
れ
た
地
域
の
歴
史

・
文
化
を
考
え
る
と

い
う
広
汎
な
視
野

に
立
脚
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
川
勝
先
生

の
の
こ
さ
れ
た
論
文
の

一
つ
に
、

「
秀
頼

の
杜
寺
建
築
再
興
」
(『
史
迩
と
美
術
』
七
ー

一
昭
和
二
年
、
所
収
)

が
あ
る
。
対
象
の
年
代
を
慶
長
四
年
か
ら
十

九
年
に
至
る
十
六
年
間
と
し
、
年
代
を
追

っ
て
遺
構

・
遺
品
を
紹
介
し
、
そ
の
歴
史
的
背
景
を
さ
ぐ
り
、
文
化
史
的
意
義
に
つ
い
て
も
論
及
さ
れ
て
い
る
。
さ
す
が
に
川

勝
先
生
、
私
が
考
え
た
こ
と
、
書

こ
う
と
し
た
こ
と
は
す
で
に
先
生
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、

こ
の
時
点
で
先
生
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
社
寺
は
二
十
余

で

あ
る
が
、
今
日
で
は
は
る
か
に
多
く
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
は
遺
構

・
遺
品
に
つ
い
て
の
調
査

・
研
究
が
進
ん
だ
結
果
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
今
回
、
は
か
ら

ず
も
生
前

に

一
方
な
ら
ぬ
お
世
話
に
な

っ
た
私
が
、
先
生
の
ご
研
究
を
継
承
す
る
こ
と
に
な

っ
た
こ
と
は
感
慨

一
し
お
で
あ
る
。

昭
和
五
十
五
年

・
五
十
六
年
の
二
回
に
わ
た

っ
て
、
旧
大
坂
城
三
の
丸
跡
の
区
域
で
発
掘
調
査
を
行
な
う
こ
と
に
な
り
、
大
手
前
女
子
大
学
史
学
研
究
所
の
事
業
と
し

て
私
が
こ
れ
を
担
当
し
た
。
と
く
に
昭
和
五
十
六
年
度

の
調
査
は
、
大
手
前
女
子
短
期
大
学
の
新
校
舎
建
設
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、
大
手
前
女
子
学
園
全
体
の
関
心
を
集

め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
二
年
度
に
わ
た
る
調
査
成
果
は
、
大
手
前
女
子
大
学
史
学
研
究
所
か
ら
、
『
大
坂
城
三
の
丸
跡
1
』
『
大
坂
城

三
の
丸
跡
1
』
と
し
て
刊
行
し
た
。

大
手
前
女
子
短
期
大
学

の
新
校
舎
は
昭
和
五
十
七
年
十

二
月
に
落
成
し
た
が
、
そ
の

一
隅
に
三
の
丸
跡

の
調
査
資
料
と
出
土
遺
物
を
収
蔵

・
展
示
す
る
た
め
の
施
設
と

し

て
、

「
大
手
前
女
子
学
園
考
古
資
料
室
」
が
開
設
さ
れ
、

こ
の
調
査
を
機
縁
と
し
て
営
ま
れ
る

「
大
坂

の
陣

・
秀
頼
諸
霊
合
同
供
養
」
の
当
日
、
昭
和
五
十
八
年
五
月

豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構
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豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構

八
日
に
公
開
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
れ
を
機
会

に
企
画
展
の
テ
ー

マ
と
し
て

「
豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
」
を
取
り
上
げ
、
関
係
資
料
の
調
査
に
当
た
る
こ
と
と
し
た
。

資
料
の
収
集
と
し

て
は
、
ま
ず

『
大
日
本
史
料
」
か
ら
造
営
関
係
の
記
事
を
抜
す

い
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
、
次
に
個

々
の
社
寺
に

つ
い
て

『
大
日
本
社
寺
大
鑑
』

に

よ

っ
て
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
市
町
村
史
か
ら
も
該
当
物
件
を
探
索
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
現
存
遺
構

の
う
ち
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
物
件

に
つ
い

て
は
、

『
国
宝
」

お
よ
び

『
重
要
文
化
財
」

を
参
照
し
て
そ
の
様
式

・
特
色
等
を
理
解
す
る
こ
と
に

つ
と
め
た
。

こ
う
し
て
抽
出
し
た
関
係
史

・
資
料
を
総
合
し
て
見
る
と
、
秀
頼
の
社
寺
造
営
は
、
慶
長
四
年

(
一
五
九
九
)
か
ら
同
十
九
年

(
一
六

一
四
)

に
わ
た
り
、
山
城

・
大

和

・
摂
津

・
河
内

・
和
泉

の
い
わ
ゆ
る
畿
内
を
中
心
に
、
近
江

・
伊
勢

・
紀
伊

・
尾
張
さ
ら
に
出
雲

の
計
十

力
国
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
そ
の
う
ち
現
存
遺

構

の
実
数
に

つ
い
て
は
ま
だ
把
握
し
て
い
な

い
が
、
ほ
と
ん
ど
が
桃
山
時
代
を
代
表
す
る
遺
構
と
し

て
国
宝
も
し
く
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
建
造

物
の
ほ
か
、

社
寺
の
造
営
に
伴

っ
て
、

神
社

で
は
釣
燈
篭

・
柴
燈
台

・
神
輿
、

寺
院

で
は
梵
鐘

・
鍔

口
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
の
神
具

・
仏
具
等
も
造
顕

・
奉
納
さ
れ

て
い

て
、
こ
れ
ら
の
遺
品
す

べ
て
を
集
成
す
れ
ば
相
当
な
量
に
上
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構

・
遺
品
を
逐

一
調
査
し
、
各
資
料
を
集
大
成
す

る
こ
と

は

一
つ
の
課
題
で
あ
り
事
業
で
あ
る
が
、
本
稿

で
は
そ
の
初
歩
的
段
階
と
し
て
、
室
内
作
業
と
し
て
試
み
た
関
係
資
料
を
提
示
す
る
と
共

に
、
囑
目
す
る
こ
と
の
で
き
た

遺
品
の
い
く

つ
か
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

こ
の
調
査
と
資
料
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
考
古
資
料
室
開
設
に
伴
う
作
業
と
し
て
、
本
学
十
四
期
生
、
史
学
科
藤
井

ゼ
ミ
の
仲
久
美
子

・
中
尾
容
子
の
両
名
を
宛
て
、

そ
れ
ぞ
れ
分
担
し
て
作
業

に
従
事
し
て
も
ら

っ
た
。
ま
た
本
学
平
岡
定
海
教
授
、
大
手
前
女
子
短
期
大
学
佐
藤
直
市
教
授
、
さ
ら
に
古
美
術
全
般
に
わ
た

っ
て
造
詣

の
深

い
考
古
資
料
室
参
与
の
中
尾

巌
氏
の
指
導

・
助
言
を
得
た
。

現
地
に
お
け
る
遺
構

・
遺
品

の
調
査

に
当
た

っ
て

便
宜

を
は
か

っ
て
い
た
だ
い
た

関
係
諸
社
寺
各
位
と

共
に
、
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

二

社
寺
造
営

の
史
料

豊
臣
秀
頼

の
名
の
も
と
に
行
な
わ
れ
た
神
社

・
仏
閣

の
造
営
は
、
当
該
社
寺

に
関
係
の
古
文
書
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
も

の
も
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
伝
聞
し
た
り
、
あ
る

い
は
そ
の
こ
と
に
係
わ
り
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
当
代

の
公
卿

・
神
官

・
僧
侶

の
日
記
を
は
じ
め
と
す
る
記
録
類
に
書

き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
造
営
さ
れ
た

建
造
物
そ
の
も
の
の
棟
札
も
相
当
数
が
遺
存
し
て
い
る
な
ど
、
豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
に
関
す
る
史
料
は
豊
富
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
で
も
大
冊

の
史
料
集
を
編
さ
ん
す
る
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第
1
表

豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
年
表

年

号

慶
長

四
年

慶
長

五
年

慶
長

六
年

慶
長

七
年

慶
長

八
年

西

暦

一
五
九
九

=
ハ
○
○

一
六

〇

一

一
六
〇
二

一
六
〇
三

事

項

史

料

こ
の
年
、
勅
命
に
よ
り
東
寺
の
再
建
に
着
手

三
月

山

城

、

〃

摂

津

、

五
月

山

城

、

ノ

近

江

、

方
広
寺
に
回
廊

・
講
堂

・
塔
を
建
造

四
天
王
寺
を
再
興

醍
醐
三
寳
院
金
堂
を
再
造

園
城
寺
勧
学
院
客
殿
を
再
興

九
月

大

和

、

こ

の
年

摂

津

、

汐

河

内

、

法
華
寺
南
門

・
鐘
楼

・
本
堂
を
再
興

猪
名
野
神
社
を
再
興

剛
琳
寺
四
脚
門
を
建
立

五
月

六
月

九
月

十

一
月

〃"

十
二
月

こ
の
年

〃

伊 和 和 和 和 河 河 山 近 近 山 摂勢 泉 泉 泉 泉 内 内 城
江 江 城 津

、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

福
祥
寺

(須
磨
寺
)
を
再
興

豊
国
神
社
神
門
を
造
営

都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
を
改
造

石
山
寺
を
造
営

清
原
寺
釈
迦
堂
を
造
営

片
埜
神
社
を
再
興

平
岡
神
社
を
再
興

積
川
神
社
本
殿
を
再
興

日
根
神
社
本
殿
を
造
営

泉
穴
師
神
社
本
殿
を
造
営

慈
眼
寺
金
堂
を
再
興

皇
大
神
宮
橋
を
造
営

二
月

五
月

六
月

八
月

十

一
月

河 近 近 河 河
内 江 江 内 内

、 、 、 、 、

二
宮
神
社
を
再
興

誉
田
八
幡
宮
を
再
興

竹
生
島
弁
才
天
堂

・
宝
厳
寺
唐
門
を
修
築

安
土
総
見
寺
を
再
興

叡
福
寺
太
子
堂
を
再
興

義
演
准
后
日
記

御
湯
殿
上
日
記

義
演
准
后
日
記

棟
札

葛
井
寺
年
譜
帖

須
磨
寺
奉
加
帳

棟
札

石
山
寺
年
代
記
録

義
演
准
后
日
記

片
埜
神
社
文
書

・
棟
札

擬
宝
珠
銘
文

墨
書

棟
札

神
宮
年
代
記
抄

豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構

棟
札

誉
田
八
幡
宮
文
書

棟
札

擬
宝
珠
銘
文
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豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構

慶
長

九
年

慶
長

十
年

一
六
〇
四

一
六
〇
五

こ
の
年

〃

大 近 河 摂 摂
和 江 内 津 津

、 、 、 、 、

勝
尾
寺
を
再
興

総
持
寺
阿
弥
陀
堂

・
本
堂
を
造
営

観
心
寺
を
再
興

白
頚
神
社
を
再
興

手
向
山
八
幡
宮
を
再
興

三
月

七
月

十
月

十

一
月

こ
の
年

ク〃ングノノ

山
城
、
三
条
曇
華
院
を
建
立

近
江
、
横
川
中
堂
を
再
建

山
城
、
教
王
護
国
寺
南
大
門
を
建
立

大
和
、
吉
野
山
安
祥
寺
蔵
王
堂
を
再
建

大
和
、
吉
野
山
大
橋

を
修
造

大
和
、
金
峯
山
寺
蔵
王
堂
を
再
興

大
和
、
金
峯
山
子
守

社

(吉
野
水
分
神
社
)
を
再
興

摂
津
、
伊
居
太
神
社

を
再
建

摂
津
、
呉
服
神
社
本

殿
を
再
興

摂
津
、
西
宮
神
社
を
造
営

摂
津
、
広
田
神
社
を
再
興

摂
津
、
神
峯
山
寺
本
堂
を
再
興

摂
津
、
本
山
寺
本
堂

・
楼
門

・
鐘
楼
等
を
修
復

摂
津
、
法
安
寺
本
堂
を
造
営

摂
津
、
勝
尾
寺
本
堂
を
再
興

河
内
、
常
光
寺
本
堂
を
造
営

大
和
、
法
隆
寺
の
修

復

伊
勢
、
宇
治
橋
姫
祠
再
建

一
月

九
月

十
月

十

一
月

摂 山 山 河 摂
津 城 城 内 津

、 、 、 、 、

中
山
寺
を
再
建

金
剛
寺
水
分
大
明
神
社
を
修
築

相
国
寺
法
堂

・
鐘
楼
を
造
営

醍
醐
寺
西
大
門
を
造
営

多
田
院
を
再
建

勝
尾
寺
文
書

當
代
記

義
演
准
后
日
記

西
国
三
十
三
所
名
所
図
会

擬
宝
珠
銘
文

西
国
三
十
三
所
名
所
図
会

・
棟
札

棟
札

・
擬
宝
珠
銘
文

勢
陽
五
鈴
遺
響

中
山
寺
文
書

棟
札

・
擬
宝
珠
銘
文

舜
旧
記
ほ
か

義
演
准
后
日
記
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慶
長
十

一
年

慶
長
十
二
年

一
六
〇
六

一
六
〇
七

ノ

摂
津
、
箕
面
寺
を
再
建

こ
の
年

和
泉
、
五
社
総
社
本

殿
を
再
興

三
月

五
月

六
月

七
月

八
月

九
月

十

一
月

十
二
月

こ
の
年

山 摂 山 尾 山 大 山 山 山 山 山 河//山 河 山
城 津 城 張 城 和 城 城 城 城 城 内 城 内 城

、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、

石
清
水
八
幡
宮
を
再
建

金
剛
寺
宝
塔
を
再
興

等
持
院
を
再
興

安
楽
寿
院
多
宝
塔
を
再
興

金
剛
寺
御
影
堂

・
大
日
堂

・
大
師
堂
を
再
興

南
禅
寺
法
堂
を
再
興

北
野
経
王
堂
を
再
興

醍
醐
寺
御
影
堂
上
棟

醍
醐
寺
五
大
堂

・
如
意
輪
堂
上
棟

高
台
寺
殿
屋
の
修
理

手
向
山
八
幡
宮
大
塔
を
再
建

真
正
極
楽
寺
を
再
建

熱
田
神
宮
を
再
建

誓
願
寺
を
再
建

生
国
魂
神
社
を
再
建

東
寺
観
智
院
客
殿
を
造
営

十
二
月

山
城
、
北
野
天
満
宮
を
造
営

こ
の
年

山
城
、
与
仔
神
社
拝
殿
を
造
営

〃

摂
津
、
住
吉
大
社
南
門
を
造
営

慶
長
+
三
年

=

六
・
八

六
月

山
城
、
鞍
馬
寺
を
再
興

饗

+
四
年

=

六
・
九

三
月

出
雲
、
杵
築
大
社
を
造
営

慶
長
十
五
年

一
六

一
〇

こ
の

年

山

城

、

山

城

、

山

城

、

知
恩
院
方
丈
を
造
営

妙
心
寺
勅
使
門
を
造
営

由
岐
神
社
拝
殿
を
造
営

遷
宮
次
第

・
田
中
文
書

擬
宝
珠
銘
文

棟
札

義
演
准
后
日
記
ほ
か

〃

鍔
口
銘
文

慶
長
日
件
録

擬
宝
珠
銘
文

言
経
卿
記

厚
覧
草

御
湯
殿
上
日
記
ほ
か

棟
札

・
擬
宝
珠
銘
文

舜
旧
記

棟
札

・
北
島
家
譜

擬
宝
珠
銘
文

豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構
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豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構

慶
長
+
六
匪

=
ハ
=

慶
長
十
七
年

慶
長
十
八
年

慶
長
十
九
年

一
六

一
二

一
六

=
二

一
六

一
四

こ
の
年

山
城
、
豊
国
神
社
唐

門
を
造
営

こ
の
年

〃九
月

十

一
月

山
城
、
仁
和
寺
金
堂

を
造
営

河
内
、
常
光
寺
方
丈

・
厨

・
山
門
を
造
営

山
城
、
金
戒
光
明
寺
御
影
堂
を
再
建

河
内
、
観
心
寺
金
堂
を
修
理

四
月

こ
の
年

〃

紀 河 山
伊 内 城

、 、 、

方
広
寺
銅
鐘
を
鋳
造

観
心
寺
詞
梨
帝
母
天
堂
を
修
理

能
川野
坐
神
社
を
再
翻
ハ

本
光
国
師
日
記

棟
札

舜
旧
記

・
時
慶
卿
記

棟
札

扁
額

こ
と
が

で
き
る
。

こ
こ
で
は

『
大

日
本

史
料
』

に
収
め

ら

れ

て
い
る
史
料

を
基
本

と

し

て
、

秀

計

1

4

3

12

10

19

7

14

3

1

1

3

1

2

2

2

頼
の
造
営

に
か

か
る
社
寺

乃

至
建
造

物
を
抽

出
し

、
そ

の

上

に
別

の
史
料

か

ら
秀
頼

の
造
営

で

一

一

あ
る

こ
と

の
明

ら
か
な
も

の
を
補
充

し
年
代

順

に
配
列

し

て
見

た
。

そ
れ
が
第

1
表

で
あ

る
。

-
梁

・

「

=

【

一

1

2

一

一

一

現
在

の
段

階

で
と
り
上
げ

る

こ
と

の

で
き

た

の
は

こ
れ

だ

け

で
あ
る

が
、

ま
だ

遺
漏

も
あ
り

、

」
橋

実
数
は

よ
り
増

加
す

る

こ
と

が
予
想

さ
れ

る
。

更

料
」

に

つ
い
て
は
、

個

々

の
物
件

に

つ
い

院

1

4

2

4

6

n

5

翌

-

2

2

-

て
藁

鑓

絵

擁

叡

渦
羅

黙

ー

五
九
九
×

小
ヨ

ー
7
4
6
…

ユ
ー
1

2
1

秀
頼

の
数
え
年
七
才

の
時

に
は
じ
ま
り
・
慶
長
+
九
年

(
一
六

酉

)

一
三

才

に
至
る
+
六
年

柄

間
に
及
ん
で
匿

そ
の
は
じ
ま
り
は
嚢

王
當

寺
(東
寺
)
の
金
堂
で
、
そ
の
終
焉
は
建

唖

瀦

㎜

器

器

器

器

㎜

㎜

㎜
翻

造
物
と
し
て
は
河
内
観
心
寺
河
梨
帝
母
天
堂

で
あ
り
、
そ
こ
に
刻
ま
れ
た
銘
文

の
文
言
が
大
坂

}

一

冬鰹

難

難

礁

咽艦
抑謡
羅

讐

醜

癬
擁
癬雌
擁

凝
藩

噸

り
、
こ
の
他
に
三
カ
所

の
橋
梁

の
架
橋
が
あ
る
。

こ
れ
を
合
計
す
る
と
八
五
カ
所
と
な
る
が
、
こ
れ
を
年
代
順
に
配
列
し
た
の
が
第
2
表
で
あ
る
。
慶
長
七
年

85
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第2表 造営の種類別一覧表
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一
六
〇
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二
)
か
ら
同
十

一
年

(
一
六
〇
六
)
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
表
に
よ

っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
地
域
別
に
見
る
と
、
八
五
カ
所
の
う
ち
七

三
カ
所
が
畿

内
五
国
に
所
在
し
、
そ
の
う
ち
の
二
八
カ
所
が
山
城
国
で
第

一
位
を
占
め
、
摂
津
国
の

一

八
カ
所
、
河
内
国
の

=
ニ
カ
所
が
そ
れ
に
次
い
で
い
る
。

こ
の
他
、
畿
外
の
諸
国
で
は
近

江
国
の
七
ヵ
所
が
も

っ
と
も
多
く
、
伊
勢
・
尾
張
・
紀
伊
か
ら
遠
く
出
雲
に
及
ん
で
い
る
。

こ
れ
を
示
し
た

の
が
第

3
表
で
あ
る
。

現
在

の
と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
各
社
寺
の
そ
れ
ぞ
れ
で
、
ど
れ
だ
け

の
建
造
物
が
造
営
さ

れ
た
の
か
、
と

い
う
点

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
個
々
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
て
い
な
い
が
、

史
料
の
上
で
複
数
の
建
物
の
造
営
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
も
の

が

あ

る
。

ま

た
、
山
城
北
野
神
社
、
大
和
吉
野
水
分
神
社

・
河
内
金
剛
寺

の
よ
う

に
、
当
時
造
営
ま
た

は
修
復
さ
れ
た
諸
建
築
が
そ
の
ま
ま
現
在

に
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
国
宝
ま
た
は
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
従

っ
て
造
営

の
対
象
を
建
造
物

の

棟
数
に
す
る
と
、
八
五
カ
所
の
何
倍
と
い
う
実
数
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
現
在

の
と
こ
ろ

そ
の
実
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

さ
ら
に
、

こ
こ
で
言
及
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
慶
長
四
年
か
ら
同
十
九
年
に
至
る
秀

頼

の
社
寺
造
営
と
言

っ
て
も
個

々
の
社
寺
に
お
け
る
諸
建
築
が
、
こ
の
時
す

べ
て
新
し
く

造
営
さ
れ
た
場
合
と
既
存
建
築

の
修
復
さ
れ
た
場
合

の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い

て
も
、
各
対
象
社
寺

に
つ
い
て
逐

一
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
未
着
手
で
あ
る
。

秀
頼

の
社
寺
造
営
と
言

っ
て
も
、
ま
だ
弱
年
で
あ

っ
た
秀
頼
自
身
の
意
志
が
ど
の
程
度

働
ら
い
て
い
た
か
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

二
十

三
才

で
没
す
る
ま
で
、
常

豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構

計
山陰道

出雲

南海道

紀伊

東山道

近江

東 海 道

伊刻 尾張

判区
歯

＼

暦

 

凝
畿 内

名 山城
＼

大和 〉<河 内1和 泉

1

4

3

Y2

ユ0

19

7

14

3

1

1

3

i

2

2

2

 

1

1

2

3

1

一

【

[

1

「

一

1

1

一

一

4

1

{

}

i
1

9
自

4

1

4⊥

-
⊥

2

2

i

i

イ
⊥

可⊥

◇
自

8

Q
σ

-

1

i

1

1

 

-
⊥

ρ
)

-
↓

1599

1600

1601

1602

1603

1604

1605

工606

1607

・1:

1609

1610

1611

1612

1613

ユ

2

2

io

2

i

3

1

ユ

1

85

 

1711

 

ユ13 5 29 1828

1614

慶 長4年

a5年

ノ6年

//7年

a8年

ン9年

//10年

i11年

〃12年

ノ13年

r14年

a15年

//16年

r17年

a18年

a19年

計

第3表 造営の地域別一覧表
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豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構

に
陽

と
な
り
陰
と

な

っ
た

の
は
生
母
淀
殿

で
あ
り
、
淀
殿

の
意

志

の
働

ら

い
て
い
る

こ
と
が
当
然

予
想

さ

れ
る
。
現
存

す
る

大
和
法
華
寺

の
本
堂

は
、
慶

長
六
年

(
一
六

〇

一
)

に
、

こ
の
淀

殿

の
発
願

に
よ

っ
て
再

興
さ

れ
た

こ
と
が
、

本
堂

と
内
陣

須

弥
壇

に

つ
け

ら
れ

て

い
る
擬
宝
珠

の
銘
文

に
よ

っ
て
知
る

こ
と
が
で
き

る
。

ま

た
、

秀

頼

の
社
寺

造
営

に
当

た

っ
て
、

そ
の

「
切

を
担
当
し

た
奉

行
は
片

桐
東
市

正
且
元

で
あ
る

こ
と

は
周
知

の
事

実

で
あ
り

、
片
桐

且
元

の
名

は
社
寺

造
営

に
関
す

る
す

べ
て

の
史
料

に
出

て
来

る
。

従

っ
て
豊
臣

家

の
事
業

と
し

て
、

秀
頼

の
名

の
下

に
行
な
わ

れ
た
社
寺
造
営

の
対
象

は
、

こ
の
片
桐

且
元

に
よ

っ
て
選
択

さ
れ
た

こ
と
、

こ
れ
を

め
ぐ

っ
て
社

寺

と
の
直

接

の
交
渉

や
そ

の
裁

決
に

つ
い
て

は
片

桐
且

元
が

一
切

の
権
限

を
も

っ
て

い
た

と
考

え
ら
れ
、

史
料

の
上

に
も

断
片
的

に
で
は
あ

る
が

そ
の
様

子

を
た
ど
る

こ
と
が

で
き
る
。

そ
の
背

後

に
は
徳

川
家
康

の

政
策

・
策

謀
が
片
鱗

を

の
ぞ

か
せ

て
い
る

の

で
あ
り
、
冒
頭

に
記

し
た
よ
う

に
こ

の
間

の
動

向

を
歴
史
的

に
解

明
す
る

こ
と
も

大
き

な
課
題
と
考

え
る
。

こ
う
し

た
社

寺

の
造

営
は
、
秀
頼

の
時
代

に
な

っ
て
は

じ
ま

っ
た

の
で
は
な
か

っ
た
。

実

は
父

秀
吉

の
時

か
ら

そ
の
繭
芽

が
見
ら
れ

る

の
で
あ

り
、

秀
吉

に
ょ

っ
て
延

暦
寺

・
金

剛
峯

寺

・
本
願
寺

・
醍
醐

寺

の
造

営
が
進

め
ら

れ

て

い
る

の
で
あ
る
。

川
勝
先
生

は
先

に
記
し

た
論
文

に
お

い
て

こ
の
こ
と
を
論
及

さ
れ
、
豊
臣

家

に
よ
る
社

等

造
営
が

秀
吉

の
時
代

に
は
じ
ま

る

こ
と
、

そ
れ
が
高
野
山

の
客
僧

木
食
興
山

上
人

の
從
心憩

で
あ

る

こ
と
、

そ
れ
が
方

広
寺

大
仏
殿

の
建

立

・
醍
醐
寺

の
再

興
と

な
り
、

秀
頼

に
継

承
さ
れ
た

と
述

べ
ら
れ
て

い
る
。

こ
う
し

た

こ
と
か

ら
秀
頼

の
社

寺
造
営

と

い
う

よ
り
も
、

豊
臣

家
あ

る

い
は
曲豆
臣
政
権

に
よ
る
社
寺
造
営

と

し
て
考

え
る
必

要
が
生
じ

て
来

る
し
、

そ

の
方
が

妥
当

の
よ

う
に
思
わ
れ

る
。

『
當
代

記
』

巻
四

に
は
、

此
比

よ
り
北
野
紳
杜

、
從
こ
大
坂

秀
頼

公

{被

二
造

改

一
不
レ
限

二
北
野

一惣

而
寺
肚

佛
閣
、

此
近
年

造
督

也

、
秀
頼

公
幼
稚

に
ま
し
ま

す
。

御
袋

の
蛮
願
歎

奇
特

と
云

々
、

故
吉
兆
蜜

夢
度

々
あ
り
と
、
京
中

に
風
聞
、

と
記
し

て
い
る
。
慶
長
十

二
年
前
後

の
こ
ろ
、

当
時

の
社
会

時
評

と

い
う

よ
う
な

記
事

で
興
味
が

あ

る
。

注

ω

現
在
、
静
岡
県
清
水
市
に
在
住
さ
れ
る
井
上
富
佐
代
氏
は
、
昭
和
五
十
八
年
二
月
に
逝
去
さ
れ
た
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
長
井
上
光
貞
博
士
の
こ
令
妹
で
あ
り
、
数
少
な
い
曲豆
臣
秀
頼

の
研
究
家
で
あ
る
。
去
る
五
月
八
日
の

「
大
坂
の
陣

・
秀
頼
諸
霊
合
同
供
養
」
に
も
ご
参
列
を
い
た
だ
き
、
当
日
の
供
物
と
し
て
、
四
月
に
刊
行
さ
れ
た
こ
高
著

『
豊
臣
秀
頼
』
を
寄
贈

し
て
下
さ
っ
た
。
本
冊
に
は
井
上
氏
自
ら
が
作
成
さ
れ
た
秀
頼
に
つ
い
て
の
克
明
な
年
譜
が
載
せ
ら
れ
て
お
り
、
社
寺
造
営
関
係
の
事
項
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
第
1
表
の
作
成
に
つ
い

て
は
こ
れ
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
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三

造
営
時
の
遺
構
と
遺
品

豊
臣
秀
頼
の
造
営

に
か
か
る
神
社
と
寺
院
は
、
畿
内
五
国
を
中
心
に
、
近
江

・
伊
勢

・
尾
張

・
紀
伊
さ
ら
に
出
雲

の
諸
国
に
及
ん
で
八
五
カ
所
に
わ
た
る
こ
と
が
、
史

料

そ
の
他

の
検
索
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
慶
長
四
年

(
一
五
九
九
〉

に
は
じ
ま
り
、
同
十
九
年

(
一
六

一
四
)
に
至
る
わ
ず
か
十
六
年
の
歳
月
の
間

に
、
こ
れ
だ
け
の
個
所
の
建
築
を
造
営
す
る
こ
と
は
、
古
今
未
曽
有
と
言
う
こ
と

の
で
き
る
大
事
業
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
要
し
た
経
費
は
も
と
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
同
時

期
に
、
そ
れ
も
十
六
年
と
い
う
歳
月
の
中

で
、
立
ち
働
ら
く
こ
と
に
な

っ
た
大
工
棟
梁
以
下
諸
職
入
の
動
員
数
を
考
え
て
見
る
と
彪
大
な
数
で
あ
り
規
模
で
あ
る
。
こ
れ

を
現
在

の
こ
さ
れ
て
い
る
史
料
に
も
と
ず

い
て
考
え
て
行
く
こ
と
も

一
つ
の
し
か
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
が
、
現
在

の
私
に
は
で
き
そ
う
も
な
い
。

こ
こ
で
は
、
手
許
に
集
め
る
こ
と
の
で
き
た
資
料
に
よ

っ
て
、
ま
ず
、
秀
頼
の
造
営
に
か
か
る
建
造
物
の
う
ち
現
存
し
て
い
る
も
の
を
表
示
し
、
若
干
の
説
明
を
加
え

た
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
造
営
に
伴

っ
て
建
造
物
に
付
随
す
る
も

の
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
棟
札

・
擬
宝
珠
等

の
遺
品
や
、
同
時
に
製
作
さ
れ
た
銅
鐘

・
銅
鏡

・
鍔

口

・
釣
燈

篭
等
の
遺
品
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
資
料
を
表
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

建
造
物
に
し
て
も
、
そ
の
他
の
遺
品
に
し
て
も
、
こ
こ
に
掲
げ
た
も

の
の
他
に
、
重
要
な
も
の
を
見
落
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
年
代

・
所
在
等
で
誤

っ
て
い
る

も
の
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
今
後
も
作
業
を
継
続
し
補
訂
し
て
行
く

つ
も
り
で
あ
る
。

1

建
造
物

先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
秀
頼

の
造
営
に
か
か
る
寺
社
は
八
五
カ
所
に
の
ぼ
る
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
の
各
寺
社

に
お
い
て
、
ど
れ
だ
け

の
建
物
が
造
営
の
対

象

に
な

っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
十
分
、
史
料
の
検
索
と
検
討
を
加
え
て
い
な
い
。
そ
の
た
あ
慶
長
四
年
か
ら
同
十
九
年

に
及
ぶ
造
営
建
造
物
の
棟
数
は
未
だ
そ
の
実
数
を

把
握
し
て
い
な
い
。

こ
れ
ま
で
、

一
口
に
造
営
と
記
し
て
来
た
が
、

造
営

の
中
に
は
、

そ
の
当
時
ま
で
存
在
し
て
い
た
建
物
を
修
復
し
た
場
合
と
、

新
し
く
建
立
す
る
場
合
の
二
つ
が
あ

る
。
秀
頼
の
造
営
は
、
ま

っ
た
く
は
じ
め
か
ら
社
寺
を
新
し
く
造
営
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
新
し
く
建
立
す
る
場
合
と
は
再
建
す
る
こ
と
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
の
時
に
、
既
存
の
建
造
物
を
移
築
し
て
再
建
の
用
に
宛

て
た
例
が
あ
る
。

現
存
建
造
物
の

一
覧
表
は
第
4
表
、
造
営
の
種
別
は
第

5
表
に
そ
れ
ぞ
れ
に
示
し
た
。
計

二
十
九
棟

で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
二
十
棟
が
再
建
で
修
理
を
加
え
た
も
の
が

豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構
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豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構

第
4
表

建

造

物

国
名

名

称

所

在

地

造
営
年
時

冨

営
別

指
定
別

備

考

河 和 山
グ

内 泉 城

 

墨・禽 ・巌鱗 禦 腐 ・撲 ・鉦

 

ググ腐 践轍 ・

教
王
護
国
寺
金
堂

日
根
神
社
本
殿

剛
琳
寺
四
脚
門

片
埜
神
社
本
殿

泉
穴
師
神
社
本
殿

慈
眼
寺
金
堂

都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿

宝
厳
寺
唐
門

勝
尾
寺
本
堂

中
山
寺
本
堂

叡
福
寺
本
堂

・
太
子
堂

二
宮
神
社
本
殿

積
川
神
地
本
殿

金
峯
山
子
守
神
社

五
社
総
社
本
殿

相
國
寺
法
堂

安
樂
寿
院
多
宝
塔

金
剛
寺
金
堂

ククググ

多
宝
塔

大
師
堂
(御
影
堂
)

五
仏
堂

楼
門

・
鐘
楼

北
野
神
社

聖
神
社
本
殿

由
岐
社
拝
殿

観
心
寺
金
堂

ン

訂
梨
帝
母
天
堂

京
都
市
南
区
八
条
通
大
宮

泉
佐
野
市
日
根
野

藤
井
寺
市
藤
井
寺

枚
方
市
牧
野

泉
大
津
市
豊
中
町

泉
佐
野
市
口
根
野

滋
賀
県
東
浅
井
郡
び
わ
町

箕
面
市
粟
生

宝
塚
市
中
山

大
阪
府
南
河
内
郡
太
子
町

枚
方
市
船
橋

岸
和
田
市
積
川
町

奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町

和
泉
市
府
中
町

京
都
市
上
京
区

ク

伏
見
区
竹
田
内
畑
町

河
内
長
野
市
天
野
町

クググノ京
都
市
北
区
馬
喰
町

和
泉
市
王
子
町

京
都
市
左
京
区
鞍
馬
本
町

河
内
長
野
市
寺
元

グ

慶
長
四
年

ググクグクグクグククク

七 六 五
年 年 年

 

八
年

ク グ グ ク ク グ

〇 九
年 年 年

 

グググ.グ,グ グ 、グ,グi

九 五 二
年 年 年

再 修 再ク

建 理 建
再 移 修ク

建,%転 理 グ

 

7
再 修

グ グ

建 理

 

グ
再 修 再 修

、ク ノグ ずグ,%

建 理 建 理
再 修
建 理

重 重 国
ノ

文 文 宝

 

グ・塁 ・重グ
文

 

クr

 

クグググ.ク

 

ククグ

要塁・要魁

葛
井
寺

現
在
、
吉
野
水
分
神
社

泉
井
上
神
社
境
内
社

近
衛
天
皇
安
楽
寿
院
南
陵

計騨1山 酬 大 和1摂f河 内 凶 泉1近 江

20

7

2

Q
Q

O
D

Q
)

凶
4

21

2

29棟

 

26

5
一
建

理

転

13

 

2

跡
再

修
樋

種

15計

第5表 現存建造物の造営別棟数
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六
棟
、
そ
れ
に
近
江
竹
生
島
の
都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
お
よ
び
宝
厳
寺
唐
門
の
二
棟
は
、
徳
川
家
康
か
ら
破
却
を
命

棟

計

11

18

29

じ
ら
れ
た
豊
国
廟

の
遺
構
を
移
築
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
第
6

・
7
表
は
こ
れ
を
神
社
と
寺
院
に
分
け
、

さ

り
に
国
別

.
府
県
別
に
し
た
が
、
二
+
九
棟

の
う
ち
、
±

棟
が
神
鷲

+
八
棟
が
寺
院
で
あ
る
。
た
だ
し
神
社
の

【
江

1

1

2

計

一
払

饗

　熱
擁
麟
へ羅

雛
驚

一
　⊥

総
　繕灘
戴
皿織驚撫
㌶
驚』垂

讐
繍

無
蟻
簿

総
幹
嚇鷺

餓
簸

縫
鎚
時繋

撃

談

塁
計需

(第
-
図
)
は
北
野
神

社
本

殿

の
棟

札

で
、

後
世

の
修

理
時

の
も

の
と
共

に
同
社

宝
物

殿

に
保
存

・
展
示

さ
れ

て
い
る
。

長
さ

一
一
二
苑
ン
・
幅

二
九
弛
ン
、
上

部
を
山

形
に
し

た
通
有

の
形

で
あ

る
が
、
中

央

の
板

を
外
枠

で
取
り

か

こ
ん
だ

よ
う
な
精

巧
な
細

工

で
あ

る
。

本

文
は
左

の
通
り

で
あ

ω

る
が
、
他
の
棟
札
に
く
ら
べ
る
と
記
銘
は
簡
単
で
あ
る
。

こ
れ
は
ほ
と
ん
ど
例
外
で
、
秀
頼
造
営
建
築
の
棟
札
は
、
表
面
に
記
さ
れ
て
い
る
願
文
が
、
そ
の
寺
社
の
由
来

や
神
仏
の
霊
験
に
つ
い
て
、
ず
い
ぶ
ん
長
文
で
記
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
棟
札
は
、
建
立
年
時
を
明
ら
か
に
し
、
史
料
の
記
載
を
裏
附
け
る
と
共
に
、
造
営
に
係
わ

っ
た
奉
行
、
大
工
棟
梁

・
大
工
等
の
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構
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第
8
表

棟
札

豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構

*
は
現
存
す
る
も
の

年

号

西

暦

国
別

建

造

物

の
名

称

五
年

一

慶
長

グ〃

七
年

一

7ノン

八
免

ノノグノ77

九
年

ノノ

一
〇

年

〃〃

一

一
年

〃ン

一
二
年

一
四

年

〃

一
八

年

一
九

年

一
六
〇
〇

グ一
六
〇
ニ

グン一
六
〇
三

クグ〃〃〃一
六
〇
四

グ一
六
〇
五

〃一
六
〇
六

〃ク一
六
〇
ヒ

ノ一
六

〇

九

一
六

一
三

一
六

一
四

近

江

・
山

城

・
近

江

面

内

一
和
泉

　

　

一
河

内

一

一

グガ
江

グ

一

山
城

摂
津

一

河 出 〃 ノ//大//rr山 河 ノ 摂 大

内 雲 和 城 内 津 和

園
城
寺
勧
学
院
客
殿

醍
醐
寺
本
堂

*

都
久
夫
須
麻
神
社
本
殿
*

片
埜
神
社
本
殿

泉
穴
師
神
社
本
殿

二
宮
神
社
本
殿

」
誉
田
八
幡
宮

宝
厳
寺
唐
門

竹
生
島
弁
財
天
堂

一
教
王
護
国
寺
本
堂

中
山
寺
金
堂

吉
野
水
分
神
社

伊
居
太
神
社
本
殿

呉
服
神
社
本
殿

等
持
院

安
楽
寿
院
多
宝
塔

醍
醐
寺
御
影
堂

法
隆
寺

北
野
天
満
宮
本
殿

誓
願
寺

杵
築
大
社

金
剛
寺
水
分
大
明
神
社

教
王
護
国
寺
南
大
門

*

南
禅
寺
曇
華
堂
(法
堂
)
***

観
心
寺
金
堂
(修
理
)

*

詞
梨
帝
母
天
堂

*

一

文

献

一}京
都
古
銘
聚
記

へ

*

[枚
方
市
卑

史
料
編

*

一

*

一枚
方
市
卑

史
料
編

牌*

大
日
本
史
料

=

一ー
二

*

京
都
古
銘
聚
記

**

池
田
市
史
、
史
料
編

*

ン

*

大

日
本

史

料

一
二
ー

ニ

ノ

一
二
i

四

ノグ京
都
古
銘
聚
記

大
日
本
史
料

一
ニ
ー
四

(慰

寺
史
稿

大
日
本
史
料

=

一ー
五

(京
都
古
銘
聚
記

厚
覧
草

大
日
本
史
料

一
ニ
ー
六

ノ

一
ニ
ー

=
二

一河
内
長
野
市
史

一

第
9
表

擬
宝
珠

*
印
は
現
存
す
る
こ
と
が
確
実
な
も
の

年

号

逸

暦

一
国
塾

建

造

物

の
名

称

文

献

慶

長

ヒ

年

一㎝

八
穿

九

年

一一

一
〇

年

一一

〃 〃//ク!グ,ク//グ グ ク ク ク ク

一

一
年

一
二
年

一
五
年

　 ノグ 　 ノク グ グ 　 ノ ク グ ノ グ 　

六 六 六 六 六
゜
JL冥 ゜r需 ゜

六
〇

//グ 山 尾 ク グ グ 河 山 大 摂 グ 大 グ 河

城 張 内 城 和 津 和 内

}
平
岡
神
社
石
橋

叡
福
寺
太
子
堂

吉
野
山
大
橋

金
峯
山
寺
本
堂
(蔵
王
堂
)

伊
居
太
神
社

手
向
山
八
幡
宮

石
清
水
八
幡
宮
大
塔

金
剛
寺
水
分
明
神
社
神
橋

金
剛
寺
多
宝
塔

金
剛
寺
大
師
堂
(御
影
堂
)

金
剛
寺
五
仏
堂

熱
田
神
宮
寺
塔

一
北
野
天
満
宮
拝
殿
.
本
殿

北
野
天
満
宮
多
宝
塔

由
岐
神
社
拝
殿

**末

ン グ 京 厚

都 覧
古 草
銘
聚
記

*****

グ グ グ 大 京
日 都
本 古
史 銘
料 聚
一 記

1

*****

池
田
市
史
史
料
編

石枚大
史岡日
市本
史史
三料

、
曹r_→

大二
日1
本一
金
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奉

行

荒
木
勝
太
光
高

(花
押
)

御
大
工

藤
原
森
田
和
泉
守
重
次

(花
押
v

当
社

御
大

工
岩
倉
五
郎
左
右
衛
門

(花
押
)

神
事
奉
行
松
梅
院
法
印
禅
昌

{花
押
)

北
野
天
漏
天
神
本
社

慶
長
十
二
暦
十
二
月
吉
日

右
大
臣
豊
臣
秀
頼
公
再
興
旛

　
　

片
桐
東
市
正
且
元

{花
理

.騨
囁

醤

.

騨

羅

、

灘聾

奪

難
響
嶺

.欝

麟

豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構

㎜ 仲ウ'm

第1図 北野神社本殿棟札

か
ら
、
当
時
の
建
築
界
の
情
勢
や
造
営
組
織
を
知
る
上
に
お
い
て

も
重
要

で
あ
る
。

3

擬
宝
珠

神
社
建
築
あ
る
い
は
仏
堂
建
築
に
お
い
て
、
高
欄
が
あ
る
場
合

建
物
の
隅
ま
た
は
端
に
親
柱
と
名
付
け
る
太
い
柱
を
立
て
、
そ
の

頂
部
に
宝
珠
形
を
し
た
金
具
を
か
ぶ
せ
る
。

一
つ
は
木
材

の
防
腐

の
た
あ
で
も
あ
り
、
装
飾
的
要
素
も
加
わ

っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が

擬
宝
珠

で
、
た
い
て
い
の
場
合
、
銅
製
で
あ
る
。
擬
宝
珠
を
付
け

た
高
欄

の
最
古
の
遺
例
は
、
山
城
法
界
寺
阿
弥
陀
堂
お
よ
び
同
宇

治
上
神
社
本
殿
の
も

の
で
、
共
に
平
安
時
代
後
期
、
以
後
近
世
建

築
に
至
る
ま
で
盛
行
し
た
。

こ
の
擬
宝
珠
に
は
、
年
紀
や
建
立
者
、
鋳
物
師
等
を
記
し
た
刻

銘

の
あ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
も
重
要
な
史
料
と
な
る
。
秀
頼
造

営

の
建
造
物
で
、
当
時
の
鋳
造
に
か
か
る
擬
宝
珠
の
遺
例
は
十
六

件

で
、
そ
の
う
ち
十
四
件
が
現
存
し
て
い
る
(第
9
表
)。

東
大
阪
市
出
雲
井
町
に
所
在
す
る
河
内
国

一
の
宮
枚
岡
神
社
に

は

一
個

の
擬
宝
珠
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
の
記
録
に
は

三
個
あ

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
は

一
個

し

か

な

み
そ
ぎ

い
。
参
道
か
ら
本
殿
に
登
る
石
段
の
手
前
を
流
れ
る
潔
川
に
架
け

ゆ
き
あ
い

ら
れ
た
行
合
橋

の
欄
干
に
使
用
さ
れ
て
い
た
も

の
で
あ
る
。
現
在

一61一
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毒

嚢

竈。
鍵

騨騨

}

麟鉾㌦ 無 醗 鎌

あ びゴ　

睾ぜ毒.、
評 冨君鳶

削 お

騰 蠣騰 欝

ぜ

丁 終

騰
帆

'

8

為

蹴

(

'

、噂'
舞

》
、冥

賜、
＼

♂
髭

`

調

.

ゼ

癬課

豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と

そ
の
遺
構

第2図 枚岡神社行合橋

,靴 享'簿,

〆

河
州
平
岡

蟹
臣
朝
臣

御
再
興

壬

慶
長
し]
年寅

十

一
月
吉
日

奉
行

桑
山
市
右
衛
門
尉

重
正
造
之

大
明
神
橋

秀
頼
卿

第3図 枚岡神社釣燈籠
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の

第4図 枚岡神社擬宝珠銘文拓本

第5図 枚岡神社擬宝珠(左)同 実測図(1/4)
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右
大
臣

秀
頼
公

北
野
天
神

金
帽
子
也

慶
長

豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構

豊
臣

再
興
於

聖
廟
是

+
二
暦
紅

片
桐
東

朝
臣

神
前
欄
干

霜
月
吉

日

市
正
且
元

奉
膀

の
橋
は
明
治
時
代
に
修
築
さ
れ

て
い
て
擬
宝
珠
も
替

っ
て
い
る

(第
2
図
)。

高
さ
三
六
.
五
馳
ン
、

胴

の
二
段
に
か
け
て
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る

(第
4

.
5
図
)。

第

3
図
に
掲

げ
た
釣
燈
篭
と
共

に
、
慶
長
七
年

(
一
六
〇
二
)
か
ら
八
年

(
一
六
〇

三
)
に
か
け

て
、
枚
岡
神
社
の
造
営
が
豊

臣
秀
頼
を
発
願
と
し
、
桑
山
市
右
衛
門
尉
重
正
を
奉
行
と
し

て
行
な
わ
れ
た

こ
と
を
物
語
る
史

料
と
し
て
も
貴
重
で
あ
り
、
東
大
阪
市

の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

北
野
神
社

の
社
殿
は
、
秀
頼
造
営
建
築
の
中

で
も
白
眉
で
、
す

べ
て
の
建

物
が
国
宝
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
拝
殿

・
本
殿
を
め
ぐ
る
高
欄
、

正
面
と
背
面

の
昇
高
欄
を
合
わ
せ
て
計
十
六
個

の
擬
宝
珠
が
と
り

つ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
四
個
は
明
治
時
代

の
後
補

で
あ
る
が
、
あ
と

の
十

二
個
は
慶
長
造
営
時

の
も
の
で
あ
り
、
豊
臣
秀
頼
と
奉
行
片
桐
東
市
正
且
元
の
名
が
刻
ま

れ
て
い
る
。
ふ

つ
う
の
擬
宝
珠
よ
り
も
背
が
高
く
、
総
高
五
四
馳
.、
径

二
二
・
八
仕
ン
を
は
か
る
。

従

っ
て
銘
文
は
上
中
下
の
帯
を
は
さ
ん
で
三
段

蜘 細鱒蛾轍鷲畔 噸

懸 盤灘
顧繭轟 一幽 鱒

.勲 、一

1・,・ 右

1幽 槻

奪羅 騰欝
_」 ・.

_._..:r!

麟 ・勲 癬礁 一 ・ 一 柵)

趨 欝N'

縷 雛鱗難繁灘譲」
1糠 羅欝 灘

く

第6図 北野神社本殿擬宝珠(1/4)

に
ま

た
が

っ
て
刻

ま
れ

て

い

る
(第
6
図
)
。

北
野

神
社

に
は
、
本

殿

の
東
南

方
、
現
在

の

宝
物

殿

の
位

置

に
多

宝
塔
が

あ

っ
た
。
同

じ
く

慶

長
十

二
年

の
豊

臣

秀
頼
造

営
時

の
遺
構

で
あ

っ
た
が
、

明
治
初

年

の
神
仏

分
離

の
際

に
取

こ

わ

さ
れ

た
が
、

そ

の
擬
宝
珠

は
、

本
殿

の
う
し

ろ

に
建

つ
地

主
神
社

社
殿

の
高
欄

に
使

用
さ
れ

て

二
個

が

の

こ

っ
て

い
る
。

高

さ
四

四

・
八
弛
ン

・
径

二

一
仕
ン
を

は
か

る

(第
7

・
8
図
)。

こ
れ

一64一
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讐

.

竃一
晒 脳 。.鱗

第7図 北野神社旧多宝塔擬宝珠 ・同銘文拓本

山
城
國

北
野

天
満

寳
塔

奉右
大
臣

秀
頼
公

鈎
命

葛
野
郡

天
神
之

豊
臣
朝
臣

御
再
興
之

片
桐

主
膳
正

豊
臣

奉
行

慶
長
十
二

貞
隆

一
焉

却
季
±

月
日

第8図 北野神社旧多宝塔擬宝珠
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豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構

に
も
銘
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

㈹

こ
れ
ら

に

つ
い
て
は
、
共

に
今
年

の
三
月
、
と
く

に
許

可
を
得

て
、
擬

宝
珠

の
実

測
と
銘

文
を

と
ら

せ

て

い
た
だ
く

こ
と

が
で
き

た
。

5

そ
の
他

の
遺

品

秀

頼

の
社
寺

造
営

に
伴

っ
て
製
作

さ
れ

た
什

物
類

は
、

他

に
さ
ま
ざ

ま
な
も

の
が

あ
る
。

管
見

の
及

ぶ

か
ぎ
り

で
は
、

釣
燈
篭

・
鍔

口

・
湯

釜

・
柴

燈
台

・
神
輿

・
銅

鐘

・
扁

額

・
懸
仏
等

が
あ
り
、

そ
れ
ぞ

れ

の
遺

品

に

つ
い

て

一
覧
表

を
作
成

し

た

の
で
掲

げ

て
お
く

(第

m
～
17
表
)。

第
10
表

釣
燈
篭

年

号

西

暦

慶
長

八
年

〃

九
年

ノ

一
〇
年

一
六
〇
三

一
六
〇
四

一
六
〇
五

河 大 河 国

内 和 内 別

建

造

物

の

名

称

枚
岡
神
社

吉
野
水
分
神
社

誉
田
八
幡
宮

文

献

枚
岡
市
史
三

日
本
の
美
術

一
七
七

「
燈
火
器
」

西
国
三
十
三
所
名
所
図
会

第
11
表

鍔

口

年

号

慶
長

一
二
年

〃

西

暦

国

別

建

造

物

の

名

称

一
六
〇
七

〃

摂 山

津 城

北
野
東
向
観
音
寺

中
山
寺
本
堂

文

献

京
都
古
銘
聚
記

史
迩
と
美
術
七
ー

=

第
12
表

湯

釜

年

号

西

暦

国

別

所

在

地

文

献

慶
長

九
年

一
六
〇
四

大

和

吉
野
水
分
神
社

(金
峯
山
子
守
社
)

第
13
表

柴
燈
台

年

号

西

暦

国

別

所

在

地

文

献

慶
長

九
年

一
六
〇
四

大

和

吉
野
水
分
神
社

(金
峯
山
子
守
社
)

史
迩
と
美
術

一
三
i
四

66

働



第
14
表

神

輿

年

号

西

暦

国

別

所

在

地

文

献

慶
長

九
生

=
ハ
〇
四

大

和

吉
野
水
分
神
社

吉
野
町
史

第
15
表

銅

鐘

年

号

西

暦

国

別

所

在

地

文

献

////////慶

長

九 五 ニ ー

年 年 年 年

⊥_」 一一 ⊥

ノ、 ノ＼ ノ＼

一 一 〇

四 〇 七

〃

六
〇
六

山 摂//山 摂

城 津 城 津

旧
法
安
寺

(現
在
、

石
清
水
八
幡
宮

北
野
天
満
宮

西
宮
神
社

方
広
寺

京
都
市
中
京
区
本
禅
寺
)

扶
桑
鐘
銘
集

・
京
都
古
銘
聚
記

・
日
本
古
鐘
銘
集
成

日
本
古
鐘
銘
集
成

・
紀
伊
国
金
石
文
集
成

〃

第
16
表

扁

額

年

号

西

暦

国

別

所

在

地

文

献

紀

伊

熊
野
坐
神
社
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第
17
表

懸

鏡

年

号

西

暦

国

別

所

在

地

文

献

慶
長
一
ニ
ー

一
六
〇
七

山

城

北
野
天
満
宮

京
都
古
銘
聚
記

こ
れ
ら
の
遺
品
は
ま
だ
数
多
く
存
在
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
後
日
の
検
索

・
調
査
を
期
し
た
い
。

こ
の
う
ち
、
奈
良
県
吉
野
郡
吉
野
町
、
吉
野
山
奥

の
千
本
に
所
在
す
る
吉
野
水
分
神
社
の
遺
品
は
、
去
る
八
月
、
同
社
に
参
詣
し
、
こ
れ
も
と
く
に
許
可
を
得
て
実
測

と
拓
本
等

の
作
業
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

こ
の
吉
野
水
分
神
社
は
金
峯
山
子
守
社
と
も
い
い
、
山

の
尾
根
を
巧
み
に
利
用
し
て
中
門

・
拝
殿
と

一
き
わ
高

い
と
こ
ろ
に

三
棟
の
春
日
造
を
連
結
し
た
本
殿
を
配
置
し
て
い
る
。

こ
れ
ら

の
す
べ
て
の
建
築
が
慶
長
九
年

(
一
六
〇
四
)

の
秀
頼
造
営
時
に
お
け
る
遺
構

で
あ
り
、
す

べ
て
が
重
要

豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構

"

∂

'

`

6

の



豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構

金
峯
山
子
守
社
湯
釜
豊
窩
朝
臣
秀
頼
卿

再
興

御
建
立

奉
行
建
部
内
匠
頭

慶
長
九
甲
辰
歳

68一

文

化
財

に
指
定

さ
れ

て
い
る
。

湯
釜
は

、

三
本

の
獣
脚

を

備
え

た
湯
立
用

の
鉄
釜

で
、

口
径

五

二
弛
.
・
総
高
六

二
靴
ン
を
は
か

る
。
鍔

の

上
面

に
鍔

上
を

一
周
し

て
銘
文
が

陽
刻
さ

れ

て

い
る

(第

9
図
)。

㈲

吉

野
水

分
神
社

に
は
柴

燈
台

が
伝

え
ら
れ

て

い
る
。

か

つ

て
故

川
勝

政
太
郎
先

生

に
よ

っ
て
紹

介
さ

れ

て
い
る
が
、
他

に
例

の
少

な

い
珍

ら
し

い
遺

品
で
あ

る
。

本
来

は

三
殿

の
石
段
下

に
お
か

れ

て

い
た

が
、

鉄
製

の
た

め
腐
蝕

の
度

が

ひ
ど
く
、

現
在
は

二
基
が

本
殿

の
軒

下

に
お
か
れ

て

い
る
が

、

一
基

は
台
だ

け

に
な

っ
て
い
る
。
柴

燈
台

と
は
、
神
前

に
捧
げ

る
柴
燈
す

な
わ
ち
松

明
を
燃

や
す

た
め

の
台

で
、
杯
形

の
鉄
製

品

で
あ

る
。

向

か

っ
て
右

側

に
お
か
れ

て

い
る
方

は
、
高
さ

一
〇
九

・
五
弛
、
口

径

八
六

・
五
態

、
底
径

九
六

惣
、
向
か

っ
て
左
側

に
お
か

れ

て

い
る
方

は
や
や
大

き
く
、
高

さ

=

二
四

・
八
竺

、
口
径
九

二

・
○
些
、

底
径

九
〇
些

を

は
か
る
。

双
方
共

・

り

竿

の
上

帯

に
銘

文
が

陽
刻

さ
れ

て

い
る

(第
10

・
11
図
)。

社

殿
と
同

じ
慶
長
九

年

(
一
六
〇

四
)

の
造

立

で
、

「
豊

宮
朝
臣

秀
頼
卿
再

興
御
建

立
」

「
奉
行

建
部
内

匠

頭
」
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豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構

と
あ
る
。
鉄
製
湯
釜
も
同
じ
で
、

こ
こ
の
遺
品
で
は
豊
臣

の
姓
を

剛
曲豆
冨
」
と
し
て
い
る
。

吉
野
水
分
神
社
に
は
二
基
の
神
輿
が
伝
わ

っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の

一
基
が
秀
頼
再
興
時

の
遺
品
で
あ
る
。

銘
の
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た
。
別
に
木
製
の
銘
板
が
あ
り
、
そ
れ
に
は
、

子
守
社
御
輿

夫
神
依
人
敬
増
威
人
依
神
徳
添
運
故

為
天
下
泰
平
息
関
延
命
子
孫
繁
昌

豊
朝
臣
秀
頼
卿
御
再
興
了

時
奉
行

建
部
内
匠
頭
光
重

慶
長
九
年
騨
九
月
十

一
日

と
刻
ま
れ
て
い
る
。

注

先
年
、

『
吉
野
町
史
』
編
さ
ん
に
際
し
て
の
調
査
で
墨
書

ω

大
阪
府
教
育
委
員
会

『大
阪
府
文
化
財
図
説
1
建
造
物
篇
』
1

・
2

・
3

(昭
和
三
五
～
七
年
)

ω

川
勝
政
太
郎

・
佐
々
木
利
三
氏

『京
都
古
銘
聚
記
』
三

三
六
頁

(昭
和

一
六
年
)

㈲

近
藤

豊
氏

『古
建
築
の
細
部
意
匠
』

=

一二
頁

(昭
和
四
七
年
)
参
照

ω

枚
岡
市
役
所

『枚
岡
市
史
』
第
二
巻
別
編

(昭
和
三
九
年
)、
藤
井
直
正

『東
大
阪
の
歴
史
』

一
五
六
～
七
頁

(昭
和
五
八
年
)

㈲

川
勝
政
太
郎

・
佐
々
木
利
三
氏

『京
都
古
銘
聚
記
』
三
三
四
～
頁

(昭
和

一
六
年
)

㈹

こ
の
調
査
に
は
大
手
前
女
子
短
期
大
学
佐
藤
直
市
教
授

の
ご
協
力
を
得
、
実
測
と
拓
本
に
は
、
史
学
科
四
回
生
藤
井
ゼ
ミ
の
有
元
伊
奈

.
岩
谷
奈
津
子

.
開
田
ひ
と
み

.
広
辻
昭
子
が

当
た

っ
た
。

ω

こ
の
調
査
に
は
大
阪
教
育
大
学

二
回
生
上
田
龍
男
、

一
回
生
浜
田
幸
司
両
君
の
協
力
を
得
た
。

㈹

川
勝
政
太
郎
先
生

「吉
野
水
分
神
社
柴
燈
台
」
(
『史
迩
と
美
術
』

=
二
四
号
)

本
文

の
脱
稿
後
、
十
月
六
日
の
朝
日
新
聞
紙
上
に
、
大
阪
市
天
王
寺
区
生
玉
町
の
生
国
魂
神
社
の
記
事
が
載

っ
て
い
た
。
生
国
魂
神
社
は
古
く
は
現
在
の
大
阪
城
地
に
あ

っ
た
が
、
豊
臣

秀
吉
の
大
坂
築
城
に
際
し
て
現
在
地
に
移
転
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
当
社
も
、
慶
長
十

一
年

(
一
六
〇
六
)

秀
頼
に
よ

っ
て
再
建
さ
れ
、
そ
の
神
宮
寺
で
あ

っ
た
法
安
寺
の
銅
鐘
も
そ

の
時
に
鋳
造
さ
れ
、
こ
れ
は
現
在
、
京
都
市
中
京
区
の
本
禅
寺
に
遺
存
し
て
い
る
。
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記
事
に
よ
る
と
、
生
国
魂
神
社
は
当
時
北
向
き
八
幡
宮
の
名
で
呼
ば
れ
、
そ
の
建
物
は
昭
和
十
五
年

に
新
築
さ
れ
た
が
、
昭
和
二
十
年
の
戦
災
で
焼
失
し
た
。

中
村
町

の
牟
礼
神
社
の
本
殿
と
し
て
移
築
さ
れ
、
現
存
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
移
築
の
際
、
そ
の
棟
木
に
慶
長
十

一
年
の
文
字
が
見
ら
れ
た
と
い
う
。

の
遺
構
で
あ
り
、
調
査
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
旧
社
殿
は
茨
木
市

と
す
れ
ば
、
秀
頼
造
営
建
築

四

小

結

以
上
、
慶
長
年
間
に
お
け
る
豊
臣
秀
頼

の
社
寺
造
営
と
、
現
存
す
る
遺
構

・
遺
品
に
つ
い
て
の
概
観
を
試
み
た
。

秀
頼
の
生
存
し
た
時
代
に
至
る
ま
で
の
日
本
国
内
は
、

一
世
紀
に
も
わ
た
る
戦
国
の
世
が

つ
づ
き
、
そ
の
当
時
ま
で
国
内
の
各
地
に
所
在
し
た
古
社
寺
も
、
戦
乱
の
も

た
ら
す
兵
火
に
罹
り
、

幾
多

の
古
建
築
が
失
わ
れ
た
。

戦
国
時
代
を
終
焉
に
導

い
た
の
は
織
田
信
長
で
あ
り
、

そ
れ
は
秀
頼

の
父
、

他
な
ら
ぬ
豊
臣
秀
吉
に
う
け

つ
が

れ
、
統

一
の
完
成
を
見
た
。
こ
の
秀
吉
に
は
じ
ま
り
、
秀
頼
に
う
け

つ
が
れ
た
社
寺
の
復
興

・
造
営

は
、

こ
う
し
た
状
況
に
あ

っ
て
損
傷

.
腐
朽
し
て
い
た
古
建
築
の
浬

滅
を
防
い
だ
だ
け
で
な
く
、
当
時

の
技
術
を
駆
使
し
て
新
し
く
社
寺

の
諸
建
築
が
再
興
さ
れ

て
行

っ
た
の
で
あ
る
。

十
六
年
間
に
及
ぶ
社
寺
造
営
の
実
績
は
、

本
稿
を
機
会
に
作
成
し
た
年
表
に
よ

っ
て
、

そ
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

ま
さ
に

驚
異
的
な
建
築
ブ
ー
ム
で
あ

り
、
当
時
の
建
築
界
は
活
気
に
満
ち
溢
れ
て
い
た
に
相
違
な
い
。
そ
れ
は
建
築
界
ば
か
り
で
な
く
、
当
時
の
美
術

・
工
芸

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た

っ
て
見
ら
れ
た
現
象

で
あ
り
、
技
術
水
準
の
向
上
を
も
た
ら
し
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

こ
れ
が
絢
燗
豪
華
の
こ
と
ば

で
表
わ
さ
れ
る
桃
山
文
化

の
原
動
力
と
な

っ
た
の
で
あ
り
、

豊
臣
秀
頼

の
社
寺
造
営
と
い
う
事
業
が
、
た
と
え
そ
の
背
景
に
政
治
的
理
由
が
あ

っ
た
と
し
て
も
、
文
化
史
上
大
き
な
意
義
を
認
あ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

建
造
物
を
は
じ
め
と
す
る
美
術
工
芸

の
技
術
は
、
畿
内
諸
国
を
中
心
と
し
な
が
ら
も
、
こ
れ
を
機
会
に
地
方
に
も
ひ
ろ
が
り
、
そ
れ
は
徳
川
幕
府

の
治
世
に
な

っ
て
も

継
承
さ
れ
て
行

っ
た
。
山
城

・
大
和
だ
け
で
な
く
、
摂
津

・
河
内

・
和
泉

の
地
域

の
社
寺
建
築
は
、
慶
長
年
間
を
ピ
ー
ク
と
す
る
桃
山
時
代
は
も
と
よ
り
、
江
戸
時
代
に

な

っ
て
も
す
ぐ
れ
た
技
術
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
現
在
も
こ
れ
ら
の
地
域
に
遺
存
し

て
い
る
旧
村
の
小
社
で
さ
え
、
す
ば
ら
し

い
建
造
物
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
よ

っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
先
年
、
社
寺
建
築
研
究
の
権
威
で
あ
る
櫻
井
敏
雄
氏

(近
畿
大
学
理
工
学
部
助
教
授
)
に
随
行
し
て
、
私
の

地
元
東
大
阪
市

(河
内
国
河
内

・
若
江

・
渋
川
三
郡
に
ふ
く
ま
れ
る
地
域
)
の

社
寺
調
査

に
当
た

っ
た
時
に
お
聞
き
し
て
い
た
が
、

今
回
、

本
稿
を
作
成
す
る
過
程
で
そ
の
も

と
ず
く
と
こ
ろ
が
理
解
で
き
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構
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豊
臣
秀
頼
の
社
寺
造
営
と
そ
の
遺
構

本
稿

は
す

で
に
何

回
か

記
し

て
来
た

よ
う

に
ま

っ
た

く

の
概
報

で
あ

る
。

あ

ま
り

に
も

大

き
な
課

題

で
あ

り
、
多

く

の
作
業

を
か

か
え

て

い
る
が
、

発
点

と
し
て
、

こ
れ
ま

で

の
知
識

を
ま
と

め

て
見

た
。

大

方

の
ご

叱

正
と
ご

指
導

を
賜

わ
る

こ
と
が

で
き

れ
ば

幸

で
あ
る
。

今
後

に
お
け
る
出
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